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中国佛教協会の趙朴初会長は、 傑出した愛国的な宗教領袖であり、 国内は勿論、 国外の
宗教界にも大きな影響を及ぼし、 多く の佛教徒や宗教者から尊敬されてきた。
趙朴初会長は、 青年の時代から社会主義を詳しく研究した。 長年にわたる研究の結果、 中
国人にとっては、 中国共産党は、 最も中国人の意識と利益を代表でき、 中国では社会主義
だけが 「繁栄富強」 の新社会を建設できる、 唯一の 「道」 である と確信した。
趙朴初会長は、新中国一代の宗教界の代表者と して、 佛教の教義を、 中国共産党が建設
している、偉大な中国特有の社会主義の大事業と巧みに一致させた。 そして√佛教の教義
を。民族と国家との尊厳に圓融し、 国家の国土と主権を守るため、 国家の平和と統一の偉
大な大事業を促進するこ と とに圓融し、 中国の佛教界と世界各国の佛教界との友好往来を
促進する大事業と圓融した。　 犬









新中国の佛教は、 いろいろな歴史的な段階を経てきた。 も し 「文化大革命」 (1966-1976)




きであり、 共産党の指導を擁護するべきであり、 国家の恩に報いるべきであり、 衆生の恩
に報いるべきであり、積極的に社会主義の物質文明と精神文明のために貢献するべきである。
趙朴初会長は、 佛教徒に対して、佛教の利益は、 必ず民衆の利益と一致しなければなら
ないと戒めた。 例えば、 私たちの生命は一滴の水と同じに、 一滴の水が人民とい う大海に
入れば、 一滴の水でも永遠に生きるこ とができると説いた。
趙朴初会長は、 一貫して共産党中央政府が定めた宗教に関する様々な方針 ・政策 ・指示
を擁護し、 党と政府が定めた宗教信仰の自由の政策に積極的に協力し、宗教事務の管理を
強化し、 宗教が社会主義社会に合わせる大切さを説明し強調した。 趙朴初会長は、 強い責
任感をもって、 社会主義における初期の宗教の理論と実践について、真剣に多くの重要な
提案を提示した。 趙朴初会長は、 全国の各宗教界との相互団結と安定のために積極的に尽
力した。 趙朴初会長は、 バンチェ ン ・ ラマ十世が、 チベッ ト仏教文化の発展のために、 チ
ベッ ト仏教大学などを建立し、 祖国の統一と、 民族の団結を図り、 外国から祖国を分裂す
る働きかけを阻止するなど、 様々な面で暖かい心で協力した。 趙朴初会長は、 宗教儀軌と
有史以来の制度である 「金瓶即題」 の方法を擁護し、 中央政府にバンチェ ン ・ ラマ十一世
の認定を積極的に働きかけた。 そ して、 バンチェ ン ・ ラマ十一世の教育にも尽力し、 宗教
が社会主義社会にどのように従うべきかの理論立てと実践化に貢献した。
趙朴初会長が佛教の事業と関わりをもち、佛教の事業の興隆に勤めたのは半世紀にわたっ
た。 人柄は高尚であり、 学識は広く 、 国のため、 佛教のためにすべてを投げ捨てて貢献し
たので、 中国各民族の佛教徒から尊敬され愛され、 世界中の平和を希望する多く の人々か
ら尊重されてきた。新中国に特有な歴史環境の中で、中国佛教史上特別な影響を及ぼした。
中国佛教は、 趙朴初を育成したが、 趙朴初会長は、 中国佛教の発展を育成した。 特に改革
開放後、 党と政府に協力して宗教信仰の自由の政策に大きな貢献を した。 外国との交流と
友好発展を促進するために、 特に中 ・ 日・韓三国の佛教界の交流往来に対する貢献は広大
である。
中国は、 「改革開放」 と市場経済の影響で、物質的な生活はますます豊かにな り、 さまざ
まな文化と相互に交流しているが卜今日では、 佛教の特色を保持するために、 趙朴初会長




Ξ　 2 . 党の宗教政策実施による歴史的な成果
「文化大革命」 の終結後の佛教の回復期にあっては、最も普遍で、最も重要な、 しかも最
も困難な問題は、 すみやかに宗教政策を実施するこ とであった。 この宗教政策によって、




教政策を実施して欲しいとい う声が絶えなかった。 宗教政策を実施するこ とは、 政府の権
限であるが、佛教の側からも積極的に声を上げ、 多方面で協力し、宗教政策の実施実現に
全力を尽した。 趙朴初会長は、 宗教政策の実施には、 他の誰もが代行できない役割を果さ




宗教外事、 宗教自立など、 多方面の問題にわたった。 全面的に党の宗教政策を実行できた
こ とは、 中国共産党の英明偉大と 「遠見卓識」 を体現している。 宗教界も、 党と政府が宗
教政策を実施するために、積極的に協力した。 佛教界からは、宗教政策を実施した成果が
このよ うに広範囲にわたったこ とは、夢のようであったと評価している。
私はこのよ うに、 中国の宗教政策が実施された状況を評価 したが、 問題はすべて解消さ
れたというこ とではない。 事実、 ある地方の宗教政策の実施状況は、 理想通りにいってい
ない。 解決できない問題がまだ残っている。 特に、歴史的な原因から園林が寺院になって
いる佛教寺院、 文物寺院になっている仏教寺院の多く は、佛教関係の機関に戻っていない
のが現状である。 これらの問題は宗教政策の範囲であるが、 多く の方面と複雑にかかわっ
ているから、宗教政策を根拠として解決することは非常に困難となっている。 将来、 中国




をした。 中国佛教協会は。 趙朴初会長の直接の指導の許で、 積極的に佛教が社会主義社会
に適応する道を網索している。
佛教の社会主義社会への適応化というのは、宗教の社会主義社会への適応化という主題
から産み出した論点である。 言い換えれば、 佛教は他の宗教と同じよ うな歴史的な課題に
当面している。 どの宗教も、 も しその社会に適応しなければ、 その社会に生き、 その社会
で発展するこ とができない。佛教も例外ではない。 1998年、私たちは、盛大に 「中国佛教
二千年」 の記念行事を行なった。 この記念行事の最も重要な意義は、 佛教は、 中国社会に
適応するこ とができるこ とである。 適応することができるだけでなく 、 圓融無碍の有り様
で自由自在に一体化し、 中国伝統文化の一部分と して再現するこ とである。 中国佛教はこ










るこ とである。 重大な政治原則の問題では、 佛教界と中国共産党との関係は、 「休戚相関、
栄辱与共」 にある。 ある時代、 ある僅かな問題で、 ある個人が協調しなかったこ とはあっ
たにしても、 それらは、 中国佛教が社会主義社会に適応する政治的な基礎を動揺させるも
のではない。
このよ うな基本的な点で、 中国佛教徒は、 必ず政治の立場に正し く 立つべきであり、 正
しい信仰を持つべきである。 新中国の佛教徒は、 建国の初めから、 趙朴初会長や大徳高僧








義理論の専門家は、 明確に 「宗教将在相当長的歴史階段中存在」 というように、宗教は相
当長い歴史の中に存在すると考えている。 「相当長的」 とい う数字は正確ではない。 しかし
これは、 今日までで最も冷静に、 最も客観的に、 最も正確な科学的な論述であったといえ
る。 中国が実行している宗教政策は、上述の基礎の上に定めた制度である。 1982年、 中央
政府が発行した 《関於我国社会主義時期宗教問題的基本観点和基本政策》 (19号文件) の
中に十分現われている。 も し、 党と政府とに、 宗教に対して科学的な認識が欠如していた
ら、 宗教信仰の自由の政策を徹底して実施するこ とはあり得ない。 従って、 佛教も社会主
義社会において健全に生るこ とができない。
9年前から、 中国佛教界は、 社会主義の現代化に積極的に尽力しているこ とは、 周知の
通りである。 1998 年、 佛教界は、 洪水災害の復|日に参加した。 世の人々は驚いた。 これ
は、 党と政府が提供した基本保証のうちの最高の証明でもあり、 また佛教界が、 積極的に
主体的に社会主義社会に適応した、 最高の証明であると考えられる。
佛教は、 適応性が強い宗教である。 特に最近の 17年間の回復期、 10年間の発展期の中
で、 中国佛教が主体的に改革を遂げ進歩している原因は、 政治的な面で根本的な変化を産
み出したこ とにある。 従って中国佛教界は、 社会主義社会に適応する重要な条件を具備し
てい る。
あらゆる重要な条件の中で、 政治上の立場が第一条件である。 9年前から、 中国佛教界






てきた。 「法輪功」 に対する批判闘争についても、 先ず佛教界から声を上げ、 立場も最も
はっき りしてお り、 批判闘争する意欲も最も続いている。
佛教の理論と実践とは、 自己の内にある合理性である。 佛教は、 社会主義社会に適応す
る重要な条件である。 歴史的に考えても、 佛法は 「博大精深」 であり、 佛教の諸行無常 ・
諸法無我の世界観、縁起性空 ・如実観照の認識論、無我利他 ・普渡衆生の人生観、 諸悪莫
作 ・衆善奉行の道徳観、 三学並重 ・止観双修の修行方法、 自己のために安楽を求めず、衆










を工場にした り学校にしたりした影響から、寺院のあり方を失った。 「文化大革命」 の終結
後、佛教が復興した。 始めは、 経済面などの原因から、 佛教寺院を全面的に修復するこ と
ができなかったので√部分的に修復して、信仰者の宗教行事を行なった。 しかし、 中国の
佛教発展期以後、 全国各地の佛寺では、 広範囲に寺院を修復した。 そして更に、 新しく多
く の仏堂や僧舎などを増建した。全部を新築した寺院も少なく ない。例えば、霊山祥符寺、
三亜南山寺、 深切|弘法寺、藍毘尼 (ネパール) の中華寺などを挙げることができる。 これ
らの新しく建築された寺院の規模は広大で、 「金碧輝煌」 と称され、設備の完備した現代的
な大仏教寺院になっている。 近年、 各地の寺院は、各地方の党と政府の援助で、 寺院の落
慶法会を執り行っている。 僅か 10年余りで、 中国佛教寺院は。 衰退から隆盛に向かって
いる。 これは中国共産党の宗教政策の英明偉大な具現であるといえる。 太平盛世による佛
教の福沢であり、 このよ うな盛況は、 過去 120年間で、 未曾有のこ とであった。
寺院の復興には、 経済的な財力が必要であるこ とを再認識しなければならない。 寺院の
経済が豊かになってはじめて、 寺院が興隆するのである。 このよ うな条件が備ってはじめ










題であった。 趙朴初会長は、 会議で次のよ うに述べている。
対外開放と市場経済の大潮の中では、 拝金主義、 享楽主義、極端な個人主義とい
う腐敗思想が起るこ とを回避するこ とができない。 このよ うな状況の下では、 佛教
界では信仰心が薄く なる人が出る。 戒律を守れない、 ある人は道徳に欠け、 徒党を
組み私利私欲のために悪事を行な う。 追名逐利、 奢侈享楽、 あるいは腐化堕落し、
寺院の僧侶の中には法律に違反し、 刑事事件を起した りする。 このよ うな邪悪なこ
とは、 佛教に甚大な悪影響を及ぼす。 佛教のあり様と名誉を極めて害する。 も しそ
のまま続いていけば、 佛教の事業が駄目になるこ とは明らかである。 佛教自身によ
る建設を強調するこ とは、 そのまま信仰の建設にな り、 道徳の建設にな り、 教制の
建設にな り、 人材の建設にな り、 組織の建設になる。 この五つの建設は、 信仰の建
設が核心になる。 信仰の建設が道徳の建設の根本にな り、 人材の建設が進み、 教制
の建設の基礎とな り、 組織の建設を保証する。
趙朴初会長の佛教界による自身の建設に関する発言は、 大きな反響を巻き起こ した。 参
加者は、 この発言に賛成し、 多く の具体案を提出した。
第6期中国佛教会議以後、各地方の佛教協会からも、先ず信仰の建設を強調する運勁が
始まった。 寺院の僧尼は正信を具足し、 三学を勤修し、 戒律を守り、 道徳を厳粛にし、 佛
教寺院は絶対に朝課と晩課を勤めるべしと定めた。 すべての学修活動は、 できるだけ制度
化し、 規範化し、 経常化すべし と決めた。 第 6期中国佛教会議では、 『全国漢伝佛教寺院
管理弁法』 と 「全国漢伝佛教共住規約通則」 とを発行するこ とによって、 佛教寺院自身に
よる建設に大きな影響を与えている。 自己の不足を承認し、不足を正視し、 不足を矯正す
るこ とによって、進歩することができると考えている。








音楽、 建築、 哲学、 倫理などに重大な影響を及ぼし、 中国の伝統文化と融合していった。
これらの歴史に悠久な佛教文化は、 中華民族の伝統文化の重要な組成部分であるだけでな







中国佛教の運命を支配する一番大事なこ とである。 これは、 中国佛教教育と発展のた
めに最も緊急の、 最も重要な任務である。
と述べている。
1980年から佛教教育が始ま り、 20年余の努力が継続された。 特に第 6期中国佛教会議
以後、 各地方で佛学院が34 ヵ所に建立された。 佛教院で多く の優秀な僧侶を養成してい
る。 現在佛学院出身の青年僧侶が、 リーダーと して活躍している。 各佛教会、 各佛学院、
各地方の寺院のリーダーの多く は、 中年の僧侶が占めている。 青年の僧侶は、 高い教育を
受けている。 中国佛教が発展し、 興隆している大きな原因は、 寺院の管理が青年化してい
るこ と と直接の関係がある。 これが、 中国佛教の発展期の特徴であるこ とを無視してはな
らない。
中国社会科学院訪日文化交流団記念講演会





としては、中国佛教協会が発行している全国版の 「法音」 『佛教文化』 『佛学研究』 である。
各地方の佛教協会と佛教寺院が発行している佛教雑誌は。40種を超えている。 これらの雑
誌の出版発行が、 中華佛教文化を高揚する重要な役割を果している。
私たちは、 中国全土で、 多数の佛教文化研究所、佛教博物館、 佛教電子数据倉庫、佛教





8。 対外往来の専題化 ・深化 ・多元化による新 しい問題点




い。 だから、世界の各地域の佛教が、 中国を佛教の第二の故郷とし、 根本祖庭であると尊
重している。 そ して、 中国佛教界と友好往来を深めよ う と望んでいる。 当然のこ とである






の上で、 外国との交流は、 平等互敬であるこ とが大切である。




中国佛教が、 外国と交流するとき、 常にダライ ・ ラマ亡命政府から干渉を受ける。 ダラ
イ ・ ラマ亡命政府は、 中国人民とチベッ ト族の意識を無視し、祖国と分裂し、 統一を破っ
ている。 中国佛教界は、 絶対これを寛容できない。 (中略)
中国には、 2件 「挙世聞名」 の聖なる佛教聖物がある。 一つは扶風法門寺に供奉されて
いる釈迦牟尼佛の真身指骨舎利であり、 も う一つは北京霊光寺に供奉されている釈迦牟尼
佛の真身牙舎利である。第6期中国仏教会議以来、中国政府の支持によって、佛牙舎利は、




佛牙舎利は、 1999年に香港にも供奉され、 2002年には台湾で、 37 日にわたる巡礼と供
奉がなされた。 その際、 台湾地区で佛指舎利を礼拝した仏教徒は、 400万人を超えたとい
う。 巡礼と出迎えの道でも、 約 50万の人々が礼拝したとい う。 台湾政府の要人も礼拝し
たこ とで、 影響が大きかったといえる。 (中略)
1993年 10月、 趙朴初会長が日本を訪れている。 その際、 過去を回顧し、 未来を展望す
る提案を し、中日関係を、更には韓国との友好関係に帰納するこ とが必要であると考えた。
中・韓 ・日三国佛教友好関係は、 「黄金紐帯」 のよ うな関係であると議案した。 趙朴初会長
の議案の影響で、 中 ・韓 ・ 日三国の佛教者が集い、 1995年 5月22 日から 23 日にわた り、
北京において三国佛教友好関係の象徴である 「黄金紐帯」 を主題と して、佛教友好交流会
議を開催した。 こ う して毎年、 中 ・韓 ・・日三国佛教友好会議が開催されている。
第6期中国佛教会議以来、 中国佛教界が外国の民間と積極的に交流してきたこ とを忘れ
るこ とができない。これは、中国佛教発展期の、最も注目を集めている特徴の一つである。
新中国の成立以後、 中国佛教が、社会主義社会にそってきたこ とは、 佛教が中国に伝来






階級性があると思われる。 社会主義には、 それぞれの歴史の段階がある。 社会は、 いろい
ろな改革を実行 しなければな らない。 これらの改革によって、 社会の各方面に大きな影響
が及ぶものと考えられる。 その中に佛教も入る。 だから、 佛教の適応性も調整しなければ
ならない。適応した点も、適応できなかった点もあったが、適応できなかった点は修正し、
新し く適応するよ うに努力しなければならい。 これこそが、 佛教が社会主義に適応するた
めの規律と軌跡である。 これらの調整は、 一方では、 当時の時代の要求であり、 佛教界か
ら主動的に努力するこ とである。適応の主旨は、概括的に言えば、国を愛し。佛教を愛し、
平和を愛し、佛法のため、 人類のため、佛となるためという “愛国愛教愛好和平、 為法為
人為証菩提” の思想を体現するこ とにある。 この考え方は、 既に中国佛教協会の第一人者
である会長圓瑛法師が、 1950年代に提案したものである。 「愛国愛教愛好和平、 為法為人
為証菩提」 とい う思想は、歴史は長く 、今に生きてお り、 「歴久弥新」 とい うよ うに、今日
にまで全面的、 客観的。 現実的な意義を与えている。 私たちの時代は、 飛躍的な発展の時
代である。 私たちの国家は、 まさに 「天翻地覆」 の天が驚き、地が喜び、 これ以上の喜び
がないほどに現代化が進歩している。 このよ うな状況の中で、 江沢民主席は、 マルクス主
義の基本精神を、 時機にかなっだ 与時倶進” と提案した。 石をく だき。 天を驚かが 「石
破天驚」 のように、全世界である大地を揺るがした。 中華民族の古く て長い歴史のある文












教えが広大で。 奥深く 、 精徴である 「博大精深」 と、 人の考え方に合わせ、 素質能力に合
わせる 「契理契機」 にあると考えている。 佛教の基礎は、 正しい信仰の正信にある。 釈尊







これが原則の問題である。 しかし、 いかに佛法を高揚し、 いかに国土を荘厳し、 いかに生
きと し生ける一切の有情に喜びを与えるかについては、 深く追求するこ とが必要である。
改革は可能であり、 変化は可能である。 私たちが、 佛教が時代の要請にそって発展すると
述べているこ とは、 佛教の核心教義を指しているのでない。 佛教が、 当時の社会に適応す
るこ と と、 当時の社会に貢献するための、 外面的な形式の改革を指しているのである。例
えば、 佛教寺院の管理や、 佛教組織の構築や、 慈善事業の推進や、 佛教文化の展開等が挙
げられる。 佛教に内在する根本性を深く理解できたところで、 佛教の外面的な発展形式を
正確に選択するこ とができる。 外面的な形式の改革は、佛教徒と して正信を忘れない方便
である。外面的な形式にと らわれない。形式のために。本質を犠牲にするこ とはできない。
だから、 一世紀が経ているが、 佛教は、 時代にそってますます発展している。 しかし、 核
心にある佛教の教義は、 信仰の面で片寄 りを起こ したこ とはない。 信仰を確立するのは、
佛教徒の基本的な要求である。
今日の佛教寺院は、 公園や、観光名所や、重要文化財など多くの社会関係を兼ね具えて
いる。 しかし、 佛教界にとっては、 寺院の本質は佛教の道場であり、 佛法を高揚するため







佛教の事務を管理するこ とができる。 この面では、 中国佛教文化には、 資料を豊富に揃え
ているから、 十分参考にするこ とができる。 アジア諸国の佛教の組織の管理経験も参考に
するこ とができる。
(1) 寺院の組織を強化するこ とは、 佛教の事業を順調に展開するための保証であり、伝
統的な叢林における僧俗による管理制度は、遅れてはいない。 今日の時代に符合すること
が要請されている。 寺院は、 堂宇を建て直した り、 必要な箇所を修理するこ とが要請され
ている。僧俗である両序大衆は、 時期が巡ってく ると、 住持を選挙し、 住持就任を要請す










保持する、 真面目な人であり、 一定の佛学の水準を保ち、 事務能力にたけている人という
条件が満している人を選ばなければならない。
(2) 僧侶の資格を認定することは、 “僧宝” を樹立するこ とであり、佛教の社会的な影響
を擁護することにある。僧侶の地位を高めるこ とは、 「三蔵法師」 と しての権威と地位を高
めるこ とにな り、 僧団内部を積極的に構築し、 体制を確立するこ とが、 大切である。 コン
ピュータを導入して、 教務の重要資料や配布資料を作成保存し、 証明書の偽造の防止等の
現代化の管理方法を取り入れる。 歴史的な経験を基にして、 外国と交流を結び、 大小の寺
院の間で、 考察制度を確立するこ と と、 立場を定めて、 その普及を図る制度を確立するこ
とが考えられる。寺院は、叢林の制度を確立するこ とによって、寺は寺らし く の “寺像寺”
を保証するこ とができる。 僧侶は考察制度を確立するこ とによって、 僧は僧らし く の “僧
像僧” を保証するこ とができる。 「剃了頭髪就是和尚」 のように、頭を剃るだけで僧侶であ
るという、 世間の偏見を治さなければならない。 このような偏見を生じた原因は、 多年に
わたって佛教に僧侶の資格認定の制度化がなかったこ とにある。 これは、 規範化や、 現代
化の考察および普及に関係があると考えられる。 罷免の制度の確立を進めなければならな
い。 寺は寺らし く 、 僧は僧らし く 考察の基準に合致せず、 しかも一定の限期内に修行が完
成しなければ、僧籍を剥奪するこ とが必要である。 こ うすれば、僧侶の教団を浄化するこ
とができる。 「魚龍混雑」 のよ うに、僧俗を区別しない現状を改善するこ とができると考え
られる。
1996年無錫で中国佛教協会は、 「教制工作委員会拡大会議」 を開催した。 この会議では、
第 6期中国佛教会議の議案を実施するために、 佛教の機構を確立するこ とによって佛教を
規範化し、 制度化するこ とを検討した。 この会議は有意義な道を開く ものであり、 いくつ
かの問題を部分的に実施するこ とができた。 特に、 受戒儀式の制度と、僧尼の 「度牒」 配
布の制度は、 よい結果を挙げるこ とができたと考えている。 しかし、 ある制度の実施は理
想通りにはいかず、 問題を残したと思われる。 原因は多方面にある。 寺院の組織と寺院の
管理の面で、解決しなければならない問題が多く残っていると考えている。
(3) 特に申し上げなければならないのは、 各地域の佛教協会の組織を確立しなければな
らないこ とである。 現在、 中国各地域では、政府の直接の管理によって、 中央から地方ま
で 「卓有成敗」 とい う、 すぐれた成果があげる佛教協会が組織化されている。 これは、 中
国の社会主義社会において、 佛教が最も中国色を顕わしている面である。 他のどの国でも
真似のできないこ とであると考えている。 中国の佛教協会だけが、 語系が違い、 継承が違
い、宗派が追っている佛教四衆弟子を、佛陀一つの旗の下で団結するこ とができる。 これ









(4) 歴史の潮流へ恒順し、 居士佛教の組織の強化する。 居士佛教の組織の確立は、 佛教
自身の確立という課題である。 有史以来佛教は、僧団と檀家 (檀越) との関係を重視して
きた。 すべての佛教徒を 「四衆弟子」 と呼んでいる。 これは、 佛祖釈尊の前では、 人はす
べて学生であるこ とを明らかにしている。 因縁による違いで、 学生と しての身分という レ
ベルが違っているだけである。 佛教の四衆弟子とっては、佛法が信仰の核心であり、 出家
の僧侶が主法であり、在家の檀家が護法である。 僧侶教団の権威が確立された時点では、




士の最高の模範であり、 中国佛教の大護法である。 すべての居士は、 趙朴初会長に学習す
る必要があり、 人間佛教の旗を引き続いて高く挙げて、佛教を護持するこ とと、 弘法利生
の善事がより多く実践されたらと願う。
佛教が、 社会主義社会に適応するというのは、社会主義社会の精神と物質との二つの文
明の確立に貢献するこ とである。 “人間佛教” の理想を実現するための重要な点は、佛教の




現代の佛教では、 寺院の僧団と居士の組織とが協力し合って初めて、 相互を理解し。 そ
れぞれの特色を発揮ナるこ とができる。 出家の僧侶は人天導師の身分であり、 人々の能力
に応じて指導し、 監督し、布教し、 いろいろな事業を、 居士組織と十分に協力し合って実
施するべきである。 慈善事業は、 佛教の弘法利生の事業の一部分であり、 これを商品化し
たり、商業化した りこ とは厳禁である。 “借佛斂財” のように、佛教を利用して金を集める
悪行を禁止しなければならないからである。 社会の発展に適応することが要請されている
が、 同時に佛教の清浄荘厳を保持するこ とも不可欠である。 今日では、外国在住の華僑の
佛教寺院の多く は、財団法人による董事会制度を敷いている。 寺院の管理と財務の収支の
すべてを、 董事会で決定している。 中国内の佛教には、 寺院管理委員会とい う組織がある
が、 現代管理法に一歩進んでいる。 しかし、 まだ成熟していない。 今後、佛教の寺院管理
に対して、 全面的に、 深く研究し、 国内外の佛教界が取得した成果を受け入れて。 中国の
社会主義社会の中で、 健全で現代化した中国佛教寺院の管理制度を確立し、 同時に条件整
備された寺院を例として、 次第に科学的な管理に進むように努力するこ とが必要である。






や法相の文字の教えや、 概念や教理を盗み取り、 大き く ねじまげて曲解したのが、 “法輪
功” である。 国家と社会に大きな危害をもたらしただけでな く 、 佛教にも相当な混乱をも
たらした。一部の地方では、人々に思想上大きな混乱をもたらした。邪教である “法輪功”
は、 中国の多く地方にまで宣伝されただけでなく 、 その影響は一部には外国にまで及んで
いる。 “法輪功” の被害にあった人々は、 自分と家族の命を損な うだけでなく 、他人の命
をも害うほどであった。 “法輪功” は、・危険で邪悪な力があると考えなければならない。
正を助け、悪を祓うこ とが 「扶正舷邪」 である。善を助長し、悪を除去し、苦悩する人々
を助けるとい う 「救苦救難」 が。佛教の使命であるので、 “法輪功” は佛教の天敵である。
国を愛し、佛教を愛している正しい信仰をもつ佛教徒は、 勇気をもって立ち上がって、佛
教の純粋性を守らなければな らない。 佛教の正法輪によって、 邪教の偽法輪を破らなけれ
ばならない。 佛教の教団と居士の組織とは、 正信の佛教を守り、 異端の邪教に反撃を加え
るという責任をはたさなければならない。 “法輪功” のような邪教の組織は、厳し対処す
れば変わるが、手を抜く と悪人を増長させる “激則生変、 怠則養奸” となるから、佛教の
教えが広大で、 奥深く 、 精微な 「博大精深」 の心と、 佛教に特有な忍耐心をもって正して
いかなければならない。被害にあった人々を、正しい見方に導いていかなければならない。
そのためには、佛教寺院や佛教の居士林など、 国家が認可している宗教法人の道場を十分
活用し、 法師や善知識に要請して、 説法し、 修行を実際に体験させるこ とが大切である。
こ う して、 政府と協力しで 法輪功” に瑕された人々に明確に善悪を区別するこ とができ
るよ うに、 教化する役割をはたさなければならない。





とが要請される。 こ うすれば、広められる。 これが、佛教が時代の発展に適応するための、
重要な有り様であると考える。







するこ と と、 広範囲に放射するこ とが必要とされる。
1. 「広博の内涵」 とは、佛教が宗教であり、広大な学問であり、佛教が広範囲の分野に及
んでいるこ とをい う。 中国佛教協会は、 過去には、 佛教の教育面と して。 漢伝佛教教育に
注目してきた。 蔵伝佛教教育と南伝佛教教育については、 余り注目してこなかった。 中国
佛教協会は、 漢伝 ・蔵伝 ・南伝の三大語系佛教に属する各民族の佛教徒が、 共同して参加
する愛国佛教の組織である。 理事会と常務理事会の席を、 蔵伝佛教と南伝佛教の代表者が
多く 占めている。 蔵伝佛教事務委員会と南伝佛教事務委員会とが設立されている。 これら
の研究機構に十分に注目し、 蔵語系の佛教教育とパー リ語系の佛教教育とを強化する必要
がある。 漢伝 ・蔵伝 ・南伝の三大語系の佛教は、 互いに孤立するこ とな く 、 相互に交流す
るこ とによって、 ホ目互に理解し扶助し合うこ とができる。 三大語系の佛教が共に全面的に
発展するこ とによって、 中国佛教の真の繁栄と隆盛を図るこ とができる。
佛教教育の広範な知識は、“五明” の文化を標準とするこ とにある。佛教教育は、佛教の
義理に精通しだ 内明” を保証するこ とだけではな く 、 因明 ・工巧明 ・音律明 ・医方明に
精通することになければならない。 現代の言葉を用いて言えば、 遁輯学 ・建築工芸学 ・音
楽学 ・医薬学等を網羅しなければならない。 広く言えば、 人類文明の一切の精華を網羅す
るこ とが必要である。 世間と出世間とに精通した人天の導師にな らなければない。 昔の中
国の僧侶の中には、 大天文学者 ・大数学者 ・大建築学者 ・大書道家 ・大画家 ・大詩人及び
大梵唄歌手が出現し、大活躍したこ とがあった。中国佛教は、現代化の時代に入ってから、
弘法利生の方法は、ますます多種多様とな り、人々に利益をもたらしている。佛教界では、
小さなものに拘わらないよ うな人材を養成するとい う、“不拘一格降人財” が要請される。
佛教教育は。必ず時代の要請にそって、佛教教育の広い知識である 「広博の内涵」 を開拓
しなければな らない。
2 . 佛教教育の研究を深化する。 印度が佛教の源流であるとすれば、 佛教の繁栄と発展は
中国にあると考えられる。 有史以来、 中国の佛学の研究水準は、 高いレベルに到達してい
る。 各宗各派によって、 それぞれ深い研究によって多大な成果を上げてきた。 しかし、 現
在の佛教教育と佛学研究は、 系統的なシステムとなっていない。 広く深く研究がなされて














しかし、 佛教教育全体にわたる要請を考えると距離が大きい。 今後、 どのよ うに研究所と
佛学院と互いの利点を合わせ、 関係を改善していく のかが、 真剣に考えなければならない
火急の問題点である。
3 . 佛教教育を 「広認轜射」 する。 広認幅射とは、 佛教教育を佛教団体の管理人や、 佛学
の研究者に広く協力を求めるよ うに宣伝するこ とである。 現在、 佛教を管理している人た
ちと佛教学を研究している人たちは、 出家の僧侶以外、 ほとんどは (還俗された者以外)
正規の佛教教育を受けていない。 現状では、 佛教の現代化発展の要請に応えるこ とができ
ない。 佛教はすべて。 佛教徒の佛教であるから、 佛教教育は僧侶だけの教育に限られるは
ずがない。 佛教は社会に向かい、 社会に貢献しよ う と しているから、 当然、 僧侶以外の佛





る。 中国佛学の高い水準にある佛教研究者を養成するこ とが喫緊の要務である。 こ うすれ
ば、 中国佛教が佛教祖庭であるこ とを発揮するこ とができる。 中国佛教も、 外国の留学生
を受け入れる施設を確立し、 諸外国の佛教青年が、 佛教祖庭である中国に赴いて深く研究
する希望を実現するこ とができる。
無論、 佛教教育は、新しい道を開拓しなければならない。 高い水準、 高い素質、 高い学
歴があり、 高い教授陣から成る教育組織が必要である。 人間佛教教育の教科書として、優
れた内容の教科書を編纂するこ とが重要である。 こ う した上で、 中国の特色のある佛教教
育の系統を確立し、 高い水準の佛教人材を育成するこ とができる。 佛教は、 時代と ともに




中国佛教は、世界の佛教史の上でその地位と役割はひと し く 世界が認めている。 しかし、
この認識は、歴史上の認識にとどめておく わけにはいかない。 現在、 中国佛教は、 世界の
佛教史上の地位と役割を認識するだけでは物足ない。 近年、 中国佛教は、 世界中の各国、
各地域の佛教界と広範囲に交流を行なっている。 多くの国の佛教界と多く の地域の佛教界
は、 中国を佛教の祖庭であると して、 心から尊崇し、 佛教の聖地と している。 だから、 中
国と中国佛教界に対して濃密な感情をもっている。 交流を強めたいという希望が高まって
いる。 具体的には、 参拝や、 学術研究会や、佛教文化芸術に関する展示会や、 共同書籍の
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出版事業や、 留学生の相互派遣などがある。
現在、 漢伝佛教と蔵伝佛教は、 世界でますます注目され、 影響が広まっている。 南伝佛
教は、 中国と東南アジア佛教との交流も図っている。 三大語系の佛教寺院は、世界の多く
の国や地域に存在している。 しかし、 世界の各地で佛教高揚の事業に活躍しているのは、
華僑佛教組織や、 台湾や、 ダイ ライ ・ ラマ亡命政府である。 中国佛教界が、 外国に建立し
た佛教道場と しては、 ネパールにある藍毘尼の中華寺一箇寺だけである。
過去は、 この面での事業をあまり重視しなかった。 だから、 多く の交流の機会を失って
きた。 中国佛教が。 外国と友好往来を行な うこ とは、 佛教界のみならず、 中国国家の重大
な利益に連動してく る。 特に世界平和の擁護や、祖国統一の擁護や、 民族の団結のために
重要な使命を果たすものである。 更に現在は、 “法輪功” とい う邪教の組織と戦う責務も





ここでは、 まず情報化を強調しなければならない。 ネッ トワーク化を確立しなければな
らない。現代化とは、 「一句空話」、つま り絵空事ではない。現代化は、物質面の整備によっ
て具現するこ とができるものであるから、私たちは、 物質文明を発展させた時点では、精
神文明を考慮するこ とができない。 精神文明だけを強調し、 実現して、 物質文明を無視す
るこ とはできない。
佛法の伝播と交流とい う面からみると、 私たちの今日の時代ほど、 便利な時代はこれま
でに存在しなかった。 阿修羅は、 このよ うな便利さを利用して戦争を起こ している。 阿修
羅が世界の人々の心に恐怖を造っているこ とに対して、 佛教徒が現代化によって人々の心
を浄化し、 人類の平和を護っている。 理論を創設して 100年になるが、 人間社会を佛化す
るこ とができる時代は、 実に今日をおいて他にはない。 なぜならば、 現在は便利な条件が
具備している。 佛教は、 新しい技術や新しい科学を排斥するのではなく 、 積極的に、 十分








(翻訳 : 中国社会科学院世界宗教研究所 ・同朋大学仏教文化研究所客員所員 嘉木揚凱朝)
中国社会科学院訪日文化交流団記念講演会
ムページまでをネ ッ トワーク化するこ とができるよ うになる。 佛教の事業に従事する佛教
徒は、 中国佛教徒の名義で、 必ず中国佛教のホームページを開設するよ うになる。
『華厳経』 が、 重ねて重ねて尽くすこ とができないものが出現すると 「因陀羅網重重無
尽」 を説いているよ うに、ネ ッ トワークは、 「因陀羅網重重無尽」 を私たちの今日の時代に
実現するこ とになる。 中国佛教は、 ネ ッ トワークを利用して、 自己の確立を強化し、 全体
の素質や能力を高め、 同時に正しい佛教を高揚し、一人一人を教化するこ とによって、一
人一人が国家にも民族にも大いなる貢献をするこ とができると考えている。









日時 : 2002年 10月4 日 (金) 午前 10 : 30
















他充分地蛇述了宗教与社会主叉社会相扮凋的向題, 指出 : 党和国家駄政策上, 法律上充
分尊重和保炉公民宗教信仰自由的枚利, 宗教徒則要愛国愛教, 遵妃守法, 掬炉党的領尋,









新中国佛教睦丿万了若干介不同的訴史隋段, 如果悦駄 “文革” 結束到 1993年的+ 余年同





作, 坦滅提出汗多宝貴意兄和建以。 他釈援促辺全国各宗教界的目路和稔定。 他熱情支持十
世班禅力友展蔵怖佛教文化, 建立蔵怖佛教正常秩序, 力推炉祖国銃一, 民族国鈷, 反対境
外勢力分裂祖国的活劫所升展的各項工作。 他釈板捌炉按照宗教佼軌和万史定制, 睦金瓶即
答, 扱中央政府批准汰定的十一世班禅, 井熱情芙心十一世班禅的培莽教育工作。 他恪尽取
守, 弾精喝慮, 力宗教与社会主文社会相廼座的理洽与実践倣出了恣出的貢献。
朴老μ,事佛教事並半金多世妃, 他品徳高尚, 学i只洲博, 力国力教元私奉献, 臓得了我国
各民族佛教徒的崇敬和愛戴, 世界抱大多数愛好和平人士的尊重。 他在新中国特定万史坏境
下, 在中国佛教史上友揮了特殊的作用。 可以悦, 中国佛教造就了赳朴老, 朴老又推劫了中
国佛教的友展。 特別是改革升放以后, 在悟助党和政府撹乱反正, 落実宗教信仰自由政策方
面, 朴老作出了不朽的貢献 ; 在対外交往方面, 他力促辺中外佛教友誼的友展, 特別是中斡
日三国佛教界的交往貢献至巨。
在国家実行改革升放和市埓経済, 人割物叙生活日益半富, 多元文化相互交融的今天, 力
保持佛教的特色, 朴老対此有許多指示, 也作了大量的工作, 成敗皿著, 因此也臓得了許多
高僧大徳和国豚友人的戸認焚誉。
(二) 落寅党的宗教政策取得万史性的成就
在 “文革” 詰束后的佛教恢説期, 面胞的最普遍, 最迫切, 最困道的向題就是尽快落実宗
教政策。 迭是佛教是否能荻得新生的前提。 由于几十年扱左路銭的影咆和一些既得利益部[ ]
的阻読, 在長法十多年的吋同里, 落実宗教政策的呼声始洛不抱干耳。 挺然貫勅落実宗教政
策是政府収能部「」的工作, 但是, 佛教組銀辺是熱心呼呼, 釈扱配合, 多方俳助, 喝尽了全
力。 赳朴初会長在落実宗教政策辻程中, 友揮了任何其他人都元法替代的作用, 許多寺院的
老大道向題, 都是在朴老的直接呼呼和干預下才得到解決的。睦辻各汲党和政府的不解努力,
全国弛大多数地区的宗教政策已得到貫勅携行。 落実宗教政策所渉及的方面非常戸認, 官包
















(三) “佛教与社会主叉社会相這痘” 在理洽上日廸成熟。 在実践中日趨完善
赳朴初会長力宗教与社会主文社会相週位的理治与実践倣出了然出的貢献。 中国佛教跡会
正是在朴老的直接領尋下, 釈根地探索出一条佛教与社会主文社会相週位的道路。
“佛教与社会主文社会相這庖” 是駄 “宗教与社会主叉社会相週庖” 這介息命題推演而出的
沿点。 也就是視, 佛教与其他宗教一祥, 面吻着同祥的万史渫題。 元治嘔一抑宗教, 如果不
能与某令社会相這庖, 都不能在這令社会生存友展下去, 佛教也不例外。 1998年, 我イ0挙行
了隆重, 熱烈的妃念中国佛教二千年的活劫, 這介妃念活劫的最重要的意又, 就在于官表明





余的根本利益, 在一切重大政治原則回題上, 佛教界与中国共戸党的芙系都是休戚相芙, 茉
辱与共。 尽管在某些万史吋期, 某些介別向題, 某些介別人物中, 曾出現不格凋的音符, 但
是, 這些都不能劫揺中国佛教与社会主叉社会相這庖的政治基軸。
基于迭一点, 中国佛教徒必須姑稔政治立坊井端正信仰。 新中国佛教徒以建国之初就在越
朴初会長等一批大徳高僧帯領下走上 “愛国愛教” 之路。 9年来, 拡大佛教徒在政治上抑炉




上介世妃 80年代初, 在忌詰了数十年鰹論, 特別是 “文革” 的教洲之后, 我国的社会主
叉理治家明硝断言:宗教将在相当長的汚史階段中存在。 “相当長” 是介不哨定的数字, 但官
是迄今最冷静, 最客現, 最正硝的科学治断。 我国現行的宗教政策, 就是在這一憶断的基軸
上制定出来的。 這在中央 1982年的 《芙干我国社会主叉吋期宗教向題的基本現点和基本政
策》 (19号文件) 中有充分体現。 如果没有党和政府対宗教的科学汰沢, 就不会有宗教信仰
自由政策的貫初携行, 佛教也就進以在社会主叉社会健康生存。
近9年来, 中国佛教界在投身干社会主叉現代化建没中所表現出的釈扱性, 是有目共暗的。
1998 年佛教界参与抗洪賑爽, 使世人普遍刮目相看。 這是党和政府提供基本保征的最好正
明, 也是佛教界釈根配合, 主劫週庖的最好征明。








在各項重要条件中, 政治立坊是首要的条件。 9年来, 中国佛教界充分表現出作力中国公
民, 作力社会主文社会大家庭成員的高度政治素芥。 対干 “法給功” 的批判斗争, 首先是佛
教界友起的, 井具有最堅定, 最持久的斗争精神。
佛教理迫和実践自身的内在合理性, 也是佛教与社会主叉社会相這痘的重要条件。 厨史和
現実都正明, 佛法博大精深, 佛教的諸行元常, 諸法元我的世界理, 録起性空, 如実現照的
汰i只沿, 元我利他, 普渡余生的人生理, 渚悪莫作, 余善奉行的道徳理, 三学井重, 止呪双
修的修莽方法, 不力自己求安系, 但悪余生得萬苦的奉献精神以及佛教在哲学, 文学芝木,







塘弧民族団鈷, 升展慈善事並等。 事実正明, 近年来, 佛教与社会主叉社会之向的芙系正在




八十年, 佛教逐漸走向衰敗, 大多数的寺院都因年久失修和政治劫乱而残破不已。 迩有一些
寺院改作工戸, 学校后変得面目全非。 “文革” 結束, 佛教才得以恢旋。 当吋受財力等渚多因
素制約, 寺院只能略作修繕以満足信余参加宗教活劫之需。 但是, 佛教避入友展期以后, 各
地佛寺汗始大光土木, 不佼原有寺院建筑得到徊底修繕, 而且新建了恨多殿堂僧舎, 迩有一
些寺院是全部新建。 如兌山祥符寺, 三皿南山寺, 深珈弘法寺, 藍蹴尼中隼寺等。 迭些新建
寺院都是規模宏大, 金碧輝煌, 没各斉全的現代佛寺建筑。 近年来各地寺院在当地党政部目
的芙杯下, 不断落成汗光。 短短+ 余年里, 中国佛教寺院以衰敗走向光旺, 迭是中国共戸党
宗教政策英明伴大的体現, 是各地綜合国力不断塘強的表現, 也是太平盛世帯洽佛教的福原,
是一二百年以来都不曾出現辻的盛況。
寺院璽光要有財力作基軸, 只有寺院経済出現繁茉, 才有可能実現寺院面貌的改現。 回想













“在対外汗放, 市坊経済的大潮中, 奔金主又, 享系主文, 扱端全人主文腐朽思想的乏
起是堆以避免的。 在迭秤情況下, 佛教界有相当一部分人信仰淡化, 戒律松弛 ; 有些
人道凩敗坏, 鈷党菅私, 追名逐利, 奢侈享系乃至腐化堕落 ; 介別寺院的扱少数僧人
甚至有達法乱妃, 刑事犯罪的行力。迭神腐敗邪悪的凩気然璽侵蝕着我伯佛教的肌体,
根大地損害了我伯佛教的形象和声誉, 如果任其蔓延, 勢必葬送我伯的佛教事並。加
強佛教自身建没, 就是加強信仰建没, 道凩建没, 教制建没, 人才建没, 姐銀建没。




六届佛代会以后, 各級佛教俳会首先着手加強信仰建没。 要求寺院僧尼具足正信, 勤修三
学, 遵守戒規, 坪粛道凩, 寺院要堅持早晩渫涌井坪守戒律。 所有学修活劫尽可能倣到制度
化, 規茫化, 鐙常化。 信仰是根本, 有堅定的信仰才可能端正道凩。 在六届佛代会上通辻的
《全国況怖佛教寺院管理力ヽ法》 和 《全国膜怖佛教共住規釣通則》 対汲怖佛教寺院自身建没起
了釈扱作用。佛教界提出加強自身建没, 禄志着中国佛教界已走向成熟。只有敢干承汰不足,











佛教文化是佛教的一奎重要法∩。 佛教諭入我国后、 対我国難塑、 絵画、 音系、 建筑、哲









“大力培莽合格僧才, 加強人才建没, 是芙系中国佛教命坦和走向的失等大事, 是我国
佛教教育与友展最緊迫, 最重要的任各。”
佛教教育的恢笈始自80年代初, 経辻二十余年的努力, 特別是六届佛代会以后, 各汲佛
学院已友展到 34座, 佛教院校培芥出的大批僧才已経成力今天佛教界的椋梁。 各汲佛教悟
会, 各級佛学院, 各地寺院中年経僧人占了恨大比重。 各大城市和各大名山的主要負斑人基
本上已経由年富力強的中青年僧人接替, 這是一介非常好的現象, 也是我イ|`]佛教教育的預期
目的。 年経僧人具有文化較高, 眼界升同, 思想新穎, 精力充沖等仇勢, 近年来我国佛教面
貌有了根大改現, 其原因与寺院管理人員年軽化有直接芙系, 友展期的迭一特征不容忽桟。
同朋大学佛教文化研究所紀要第二十二号
六届佛代会以来, 佛教串刊如雨后春筝, 破土而出。 除枚威的宗教文化出版社外, 各地出
版社都出版了各神佛教文化乞木聯籍。在中国佛教粉会主力ヽ的全国性公理友行的《法音》, 《佛
教文化》, 《佛学研究》 之外, 地方佛教粉会和寺院也創力ヽ了四十多神佛教示志, 這些示志対
弘拓中隼佛教文化友揮了重要作用。








(八) 対外交往々題化, 深入化, 多元化的新探索
膜俳佛教和蔵伶佛教都友祥于中国, 在中国云南迩保留着南諭佛教上座部的重要支詠, 三
大悟系佛教倶足, 是中隼佛教的最大仇勢。 駄古至今元治是経典翻保。 刻印。 流通, 逐是教
派的形成与友展, 甚至寺院規模, 数量以及教徒人数等, 在世界苑国内没有嘔一介国家可以
与中国相比。 因此世界各地佛教都把中国模作佛教的第二故多或根本祖庭, 井希望加強同中
国佛教界的友好交往。当然, 祖国的繁茉昌盛是我伯対外交往的宏大背景, 没有祖国的強盛,
就没有外交的平等互敬。 佛教界的対外交往, 働然要突出 “愛国愛教愛好和平” 的方針, 要
堅持平等互恵, 双向交流的原則, 団詰世界上一切熱愛中国, 平等待我之佛教信余, 力中畑
民族立干世界各民族之林貢献力量。
在中国佛教対外交往工作中, 常常会遇到来自迭頼集団的干挽。 迭頼集団廸背中国人民包
括蔵族同胞的意悳, 分裂祖国, 破坏銃一, 是中国佛教界絶対不能容忍的。
在佛教恢腿期, 当舅之急是恢旋道垣, 対外交往赴干被劫局面。 当吋主要任拓是接待来坊




代会后, 我国佛教対外交往不収得到加強, 而且走向寺題, 走向深入, 走向多元。
例如, 我国有悶件挙世聞名, 至高元上的佛教蚤物。 一力映西扶凩法口寺供奉的腎迦牟尼
佛真身指骨舎利 ; 一力北京突光寺供奉的稀迦牟尼佛真身牙舎利。 官伯不便是我国佛教徒心
中至高元上的蚤物, 也是全世界所有佛教徒心中至高元上的蚤物。 六届佛代会以来, 在我国
政府支持下, 佛牙舎利座緬旬政府和緬旬佛教界清求, 干 1994年, 1996年明度赴緬巡礼供
奉 ; 佛指舎利于 1995年赴泰国供奉。 佛陀蚤物所到之赴, 万民轍仰。傾国朝拝, 影餉波及
整奎糸南亜。 通辻佛教蚤物的出坊, 噌辺了我国与糸南皿佛教国家的伶焼友誼, 其意叉十分
深坦。
此外, 佛牙舎利 1999年赴香港供奉, 佛指舎利2002年赴台湾供奉, 都具有重大意叉。 尤
其是此次佛指舎利赴台湾地区供奉轍礼 37天, 先后到佛指舎利座前胎仰礼拝的信余灼辺四
百万人次, 在佛指舎利巡ネL沿途迎接, 供奉的群余辺五十多万人次。 台湾一些政要也先后前
来礼拝, 影喘空前。 這既是局内訴史上最盛大的一次群余性活劫, 也是西岸佛教界交流的一
次盛事, 可消一吋千載, 千成一吋。佛指舎利赴台湾地区供奉轍ネL, “西岸震雷音, 一月映三
江”, 除満足佛教信余参拝供莽之外, 也力加強西岸三地同胞的相互了解及促避祖国銃一大並
友揮了重要作用。
男外, 越朴初先生在 1993年 10月1方日吋, 回順辻去, 展望未来, 将中日芙系避而加入韓
国的友好芙系リヨ納概括, 提出中物日三国佛教友好芙系是 “黄金紐帯” 般的芙系, 井侶鋭各
国佛教界共同研忖今后的友展。 在越朴初会長的侶校下, 中物日三国佛教界現聚一堂, 干
1995后5月22 日至23 日在北京召升了象征三国佛教友好芙系的 “黄金紐帯” 力主題的佛教
友好交流会以。 中韓日三国佛教界結成的 “黄金紐帯” 也有了重大友展。 直至2001年, 三
国挙行友好交流会玖, 以坏保力主題, 配合中国, 韓国, 日本三国佛教界共同挙亦的 “僧侶









伍史険段, 社会必定退行不同改革, 這些改革将影咆到社会的各介方面, 其中也包括佛教。







契机。 佛教的基石是正信, 対佛陀的信仰, 対佛教核心教父的信仰, 対佛法戒律的信仰是
不可改変的, 佛教如果失去正信, 便没有佛教自身存在的伶値和意叉。 這是原則回題。 但是
如何弘搦佛法, 如何庄坪国土, 如何利系有情却是可以探付, 可以改革, 可以変化的, 我伯
悦佛教随吋代而友展, 不是指佛教的核心教叉, 而是指佛教力這痘当代社会, 服各当代社会
所作的外在形式方面的改革。 如佛教寺院的管理, 佛教組銀的建立, 慈善事並的推避, 佛教
文化的汗展等。 只有深刻理解佛教的内在根本性厦, 才能正消迭揮佛教的外在友展形式。外
在形式的改革, 一定要以錐炉正信力前提, 要迭到内外的協凋銃- , 決不能力形式而形式,
更不能力形式而栖牲本厦。 所以, 尽管一介世妃以来, 佛教随吋代不断友展, 但主流佛教在
信仰上駄未友生偏移。 堅定信仰働是対毎一位佛教徒的基本要求。
当前的寺院往往兼具公団, 旅游腔地, 文保単位等多項社会功能, 但佛教界強凋不可忘i己,




是佛教界的主劫努力。這位的宗旨, 概括而言, 就是体現 “愛国愛教愛好和平, 力法力人力
汪菩提” 的思想。 這是中国佛教俳会首任会長圓瑛法師在 50年代提出的, 可以悦訴久弥新,
直到今天働有全面, 客覗的現実意叉。
我伯的吋代是介泥速友展的吋代, 我伯的国家更処在天翻地覆的現代化逃程中。 在這抑情








中国佛教要這痘吋代需要, 加強自身建没, 必須猟緊四全要素, 一是寺院, 二是僧人, 三





fj (二) 迢淀吋代需要　 加強自身建没
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1、 加強寺院的姐銀建没, 是佛教事並順利升展的保江, 侍銃必林的民主管理制不俣不辻
吋, 反而恨符合今天的吋代需要。 凡是有条件的寺院, 都要建立和健全開序大余按期推造或
礼清住持以及到期退位的制度 ; 住持対班首, 携事的清刷, 住持同班首, 携事対重大寺各的
民主以事等法林僧圀狙銀制度也要保留 ; 重大事各更要友劫全体常住共同研究決定。 逍任住
持, 班首, 執事, 要堅持任人唯蜃, 徳才兼各的原則, 堅持愛国守法, 具足正信, 戒行清浄,
作凩正派, 具有一定佛学水平和力ヽ事能力的条件。
2、 対于僧人資格的汰定, 是挺立 “僧宝” 形象, 錐炉佛教社会影哨, 提高僧侶作力三蔵
法帰的枚威地位, 建立僧団内部釈扱上避激励体制的重大措施。 要采取利用汁算机朕回建立
教各梱案和頒友銃一防訥江件等現代化管理方式, 参照汚史睦雅和海外常規, 建立各汲各突
考察制度和修位晋汲制度。 寺院建立必林制度, 是保正 “寺像寺”;僧人建立考察制度, 是保
江 “僧像僧”。 一定要下大力汽, 紐特 “剃了失友就是和尚” 的世俗偏兄。 這神偏兄的戸生,
与多年来我伯対僧人資格法定紋乏制度化, 規茫化, 現代化的考察和晋級有芙。 要堅決建立
和推行概守制度, 不符合考察栃准且限期不能迭栃的, 要駄僧侶名永中除名, 駄而浄化僧侶
臥伍, 改変介別地区色尨混余的現状。
1996年在元錫召汗了中国佛教粉会教制工作委員会虻大会以, 此次会鋭主要是力了貫佃落
寅六届佛代会精神, 加強教制建没, 使之規茫化, 制度化。 与会者就我会制定的几今有芙教
制工作的文件遡行了付治。 迭次会以是今良好升端, 几全文件也得到了部分貫徊携行。 特別
是悛戒的有芙規定和僧尼度牒的友放就携行得比較好。 但有些規定的携行情況不躾理想, 之
所以如此, 原因是多方面的。 這暴露出在寺院粗銀, 寺院管理方面迩存在許多回題。
3、 痙咳特別予以指出的, 是必須加強各級佛教協会的狙銀建没。 目前在中国各級政府直
接領尋下, 駄中央到地方逐眉建立了卓有成敗的佛教協会粗銀, 這是在中国特色社会主文社
会中的佛教所具有的最n著的中国特色。 這是其他任何国家所不具各的。 只有中国的佛粉,
才能把不同悟系, 不同伶承, 不同宗派的佛教四余弟子固結在同一面佛陀的旗帆下。 這是強
大銃一的団浩和漕, 平等相処的多民族国家帯姶中国佛教的福祉。 這也是中国共戸党対佛法
的最大炉持。 没有中国共戸党, 就没有中国銃一安定的社会坏境 ; 没有中国銃一安定的社会
坏境, 就没有中国佛教圀結一致的今天。
4、 恒順汚史潮流　 加強居士狙銀
居士胆銀的建没, 是佛教自身建没的題中座有之又。 佛教汚来重祝僧団与檀越的芙系, 佛
教所有信余銃称力四余弟子, 就表明在佛祖面前, 所有的人都是学生, 只是因縁不同, 学生
的身扮和程度有所不同。 対于佛教四余弟子而言, 佛法是信仰的核心, 出家余力主法, 在家
余力炉法。 在硝立僧団枚威的前提下, 炉法的担子井不軽。 元治是辻去, 現在, 迩是未来,
在家二余在人数上必然較多, 在駄事具体事各方面也有渚多方便, 所以, 自現代侶尋 “人同
佛教” 以来, 在家佛教徒肩負的弘法利生任各就更眼巨。赳朴初会長是居士的最高典苑, 也








佛教与社会主文社会相活位, 力社会主叉社会丙介文明建没服各, 以及実現 “人向佛教”




現代佛教中, 寺院僧団与居士狙銀位当密切配合, 相互呼痘, 友揮各自的仇勢。 出家余位
以人天尋師身扮避行指尋和諧督, 弘法布道, 契机升示, 各炎事並則痘充分友劫居士胆銀簿
資操力ヽ。 慈善事並只是佛教弘法利生事並的一部分, 要防止其商品化, 商並化。 一定要抵制
“借佛斂財” 的悪劣行径。既要活位社会友展的需要, 同吋又要保持佛「」的清浄庄坪。現在海
外隼人佛教寺院多実行財団法人董事会制度, 寺院管理与財各牧支都経董事会決定。 内地佛
教有寺管会狙銀, 里然迄是向現代管理辺辺了一歩, 但延不成熟。 今后対干佛教寺院管理,
要退行全面, 深入研究, 要吸牧借客海内外佛教界已取得的成果, 建立健全在中国特色社会
主文社会条件下的現代化中国佛教寺院管理制度, 同吋在条件成熟的寺院斌点, 争取逐歩走
向科学管理。所司科学管理就是在継承俸銃的基砲上, 倣到制度化, 規茫化, 民主化和現代化。
如何建立居士或一般信余的登氾制度和活痘現代社会的狙沢形式, 在一些地区已鰹有比較







“法蛇功” 不是宗教, 其形成的万史原因也恨説示。但是, 有一点是恨明皿的, 就是官大量
盗用了佛教的名相概念以及教理枢架, 井喪心病狂地加以簒改歪曲。 “法給功” 的出現, 不イ又
姶国家和社会帯来坪重危害, 而且洽佛教帯来相当困抗, 対不同隋眉在一定程度上造成思想
汰i只的混乱。這介邪教狙銅不佼流牢干中国許多地方, 而且已友展到世界上一些国家和地区。
被 “法給功” 邪教狙銀迷惑的群余不惜残害自己和泉人的生命, 甚至友展到渫害他人性命的
地歩。 “法純功” 是一股可伯的邪悪力量。
‘扶正銃邪, 崇善除悪, 救苦救道是佛教的天収, 因此 “法粕功” 是佛教的天敢。愛国愛教
的正信佛教徒必須挺身而出, 堅決揮ヱ佛教的鈍浩, 以佛教的正法粕去拙毀邪教的訥法粕。
僧団狙銀, 居士狙銀対干錐炉正信佛教, 反対昇端邪悦, 位担当起重要寅任。 対 “法給功”
這祥的邪教粗銀, “激則生変, 怠則芥奸”, 要以佛法的博大精深, 以佛教特有的初性, 以精
避持久的劾尋, 帑助受胴的善良群余覚悟。 要充分友揮現有寺院或居士林等合法宗教活劫垣











是互相孤立的, 只有洵通才可互朴。 只有三大悟系佛教得到全面友展, ・才有中国佛教真正的
繁茉与昌盛。
佛教教育的片博性, 迩表現在官的 “五明” 文化禄准。 佛教教育不校要首先保正 “内明”
即佛教叉理精通, 而且要通暁因明。 工巧明, 音律明, 医方明, 用現代木悟併, 就是要掌握
逡揖学, 建筑工芝学, 音系学, 医釣学等, 片而言之, 要掌握人矣文明的一切精隼, 成力対
世岡出世向都恨了解的人天尋師。在中国古代的僧人中, 曾睦出現辻大天文学家, 大数学家,
大建筑学家, 大喝法家, 大画家, 大涛人以及大梵唄歌唱家。在中国佛教近入現代化吋代之
呼, 弘法利生的法口口趨多祥化, 在佛教界中同祥需要 “不拘一格降人才”。佛教教育必須眼
上吋代的需要, 升拓佛教教育的片博内涵。
2、 佛教教育的深入研究。 印度是佛教的源失, 但佛教的繁茉与友展則在中国。 汚史上中
国的佛学研究水平巳込到相当高度, 各宗各派都有深入的研究成果。 但目前的佛教教育与佛
学研究尚不侈系銃, 不躾深入。 対干今宗的研究也没有倣到全面, 鮪致和深入。 力紐糾迭利I
局面, 佛教教育要加快培芥出一批具有高級佛学研究水平的人員, 争取尽快在佛学研究領域
与世界接軌, 倣好佛教仇秀文化的継承与友搦工作。 制汀各頭改革方案, 也需要佛教学者的
研究成果作力立抱的基砲。
中国佛教文化研究所是中国佛教格会駄事佛学研究的寺「」机杓, 朴老在世吋, 在所長的直
接須尋下, 作出了一些成就。 但是, 和佛教教育的忌体需要相比, 差距迩根大。 今后, 如何
個整研究所和佛学院的芙系, 込到仇勢互朴, 必須汰真加以研究落寅。
3、 佛教教育的片認帽射作用。 所司戸乏箱射, 就是要将佛教教育拡大到佛教団体管理人
員和佛学研究人員中岡去。 目前, 以事佛教管理工作的人和佛学研究的人中, 非出家者几乎
元人受辻正規佛教教育 (迩俗者除外) , 迭非常不符合佛教現代化友展的需要。佛教是所有佛
教徒的佛教, 佛教教育也不痙当校限千僧伽教育。 既然佛教面向社会井力社会倣貢献, 就痘











因此, 対中国和中国佛教界杯有深厚的情感。 希望加強与交流, 内容包括参坊, 学木研付,
佛教文化芝木展覧, 合作出版弔籍, 互派留学生等。
現在況俳佛教与蔵伶佛教在世界上的影咆不断拡大, 南悛佛教対中国与糸南皿的交往也友




会。 佛教対外友好交往不侃侃是佛教界的事, 官迩芙系到国家的重大利益, 特別是在錐炉世
界和平, 錐炉祖国銃一和民族団結方面, 魚有重要的使命。 当前, 迩増加了与 “法粕功” 邪
教粗銀斗争的任各。第七届佛代会之后, 中国佛教将以絣新的面目出現在世界佛教大家庭中。
五　 珍惜祖庭地位 虻大国防影喘 友揮国阪作用
同朋大学佛教文化研究所紀要第二十二号
培詐, 更好地友揮佛教祖庭的作用。 与此相位, 我伯逐位当升没留学生院以満足各国佛教青
年来佛教祖庭深造的悳望。
怠之, 只有在佛教教育上升拓出一条耕新的道路, 狙銀一支高水平, 高素厦, 高学汚, 高
収称的出色的合格師資臥伍, 搦写一批高厦量, 高水准的活用于人同佛教教育的教材, 建立










在遠里特別強凋信息化, 同格化的建没。 現代化不是一句空活, 官要通辻物厦来体現。 我
伯既不能在友展物厦文明之后再来考慮精神文明, 也不能只併精神文明而忽略物叙文明。 我
伯所処的吋代, 力佛法的伶播与交流, 提供了二千多年来駄未有辻的便利。 阿修? 要利用遠
神便利友劫政争, 制造恐怖, 而佛教徒却要利用官来浄化心哭, 錐炉和平。 人同佛教的理抱
升創将近百年了, 真正能侈央現一介佛化的人同, 只有今天才升始具各便利的条件, 佛教不
佼不能排斥新技木, 新科学, 而且要充分利用新技木, 新科学, 力実現佛化人|司的目禄而努力。
有沢之士向中国佛教粉会新一届理事会建攻, 用3年吋向, 通辻各級佛粉, 帑助全国毎一
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六　 信息化同格化 実現 「佛」 化人同
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座寺院安装一部能与外界洵通的汁算机, 建立一介主頁, 実現全国佛教団体, 佛教寺院以及
佛教全人間頁的朕明這行。 凡是以中国佛教徒名叉駄事的弘法事並, 都痘咳在中国佛教的間
洛里得到体現。他汰力, 《隼坪睦》 併, 因陀多明重重元尽, 這金預言, 将在我伯的吋代成力
現実。 中国佛教将通辻同格, 加強自身建没, 提高整体素肌, 同吋, 弘搦正法, 巡民教化,
力国家和民族倣出更大貢献。
中国佛教第七届全国代表会以的脛利召升, 禄志着中国佛教已睦跨入現代化避程。
?
?
?
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